
 

 

 

 

2026.2.20 阪大病院公開キャンサーボード 

AYA 世代がん患者さんの SDM（Shared Decision Making ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果より（回収率：約 28％） 

AYA 世代の患者支援 実施報告 

患者と医療者が協働して治療やケアの意思決定を行うプロセスについて、医師

の立場からは実際の診療の場でのやりとりを、経験者からは、治療中に感じた

ことや、価値観、未来への希望の見つけ方、今後の課題などについて、ご講演

いただきました。 

難しいテーマでしたが、実体験に基づいた内容で、「現場の葛藤を感じた」「患

者さんのお話を診療以外で伺えるのは貴重な機会で有難かった」「病気だけでな

く生活背景も踏まえた関わり（治療による生活への影響）の重要性を改めて感

じた」などの医療者からのフィードバックをたくさんいただきました。 

Web開催 

53名参加 


